
◆講座コーディネーター◆

新潟国際情報大学 教授 澤口 晋一

回 日にち テーマ 内 容 講 師

1 6/14 越後平野と湿地の成り立ち
本講座の趣旨・目的等について説明したのち、越後平
野の成り立ちを含めた自然環境や農に関わる市内の特
徴的な景観について学びます。

新潟国際情報大学 教授

澤口 晋一

2 6/21
水と緑・食と農が育む
環境共生社会

～人新世の視点から

経済発展で失われた生物多様性をどう取り戻すか？自
然と共生する農的世界の視座から、危機に瀕する人類
の今と将来を展望します。

NPO法人「環境・持続社会」研究センター
代表理事

國學院大學 客員教授

古沢 広祐

3 6/28
ラムサール条約と地域社会

ラムサール条約登録湿地に、世界、国、地域のレベルか
ら何が期待されるのか、そして、地域社会にとって登録さ
れることがどのような意味をもつのかを学びます。

広島大学大学院 教授

淺野 敏久

4 7/5
自然と共生する水田

シジュウカラガンの復活と周辺の湿地・水田の保全・再
生との関連、特に生物多様性の観点から冬の田んぼに
水を張る「ふゆみずたんぼ」について学びます。

日本雁を保護する会 会長

呉地 正行

5 7/26 「ふゆみずたんぼ」による
米作りの実際

宮城県蕪栗沼伸萠(かぶくりぬましんぽう)における「ふゆ
みずたんぼ」による米作りについての話から、新潟市での
可能性について考えます。

NPO法人田んぼ 理事長

舩橋 玲二

6 8/16
越後平野の水系ネットワークと

生物相の変遷

潟と水田、河川～海洋の過去から現在に至る環境改
変の歴史、動植物相の変遷を概観し、水系の保全と
活用のあり方を考えます。

生物多様性保全ネットワーク新潟

井上 信夫

7 8/23 伊豆沼・内沼の
保全への取組み

国内2番目のラムサール条約登録湿地である宮城県伊
豆沼・内沼での保全について、先端的な取組みを学び
ます。

宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団
研究室長

嶋田 哲郎

8 9/6 ラムサール条約湿地都市、
出水市の取組み

新潟市とならんで国内初の湿地都市認証を受けた鹿
児島県出水市の3年間の取組みと今後の展望について
学びます。

出水市ツル博物館クレインパークいずみ
館長兼ラムサール推進室長

堀 昌伸

9 9/13
国際湿地都市新潟の

取組み（市民・NPOの側から）

国際湿地都市NIIGATAとしてのブランディングをどう進め
るのか、新潟市が変わるために何が必要か、市民・NPO
の立場から考えます。

NPO法人新潟湿地都市研究所
理事長

若尾 明弘

10 9/20
国際湿地都市新潟の
取組み（行政の側から）

国際湿地都市NIIGATAの今後について、行政の立場
から考えます。

新潟市環境部 職員

◆対 象 新潟市に在住・在勤・在学する方を優先
◆受講料 10,000円（前期講座分）

(18歳以下は無料、29歳以下の学生は5,000円)

◆定 員 会場受講：100名、オンライン受講：100名
(申込多数の場合は抽選)

◆会 場 新潟市生涯学習センター（クロスパルにいがた）

※申込方法等、詳しくは裏面をご覧ください。

にいがた市民大学の情報は市ホーム
ページでもご覧いただけます。

申込み・問合せ：にいがた市民大学事務局
（新潟市生涯学習センター）

土曜日／午前10時～正午

第31期（令和7年度）にいがた市民大学

※申込締切時点で申込みが定員に達しない場合は、先着順で受付けます。

公開講座

後期講座（ゼミナール形式）実施予定（令和7年10月～12月、5回程度）

公開講座 連続講座受講者以外の方も受講できる講座です。

◆受講方法 会場受講 または オンライン受講（Zooｍ）

※受講者のみを対象とした講義動画の見逃し配信を予定

令和７年５月９日（金）必着申込締切 ：

新潟市は2022年11月にわが国で初めてラムサール条約湿地都市として認証され

ました。新潟市は「水田」という湿地が市の面積の約４割を占めます。同条約では

水田を生物多様性にとって大変重要な湿地とみなしています。このことは、ラムサー

ル条約都市新潟にとって水田は、潟と同様に重要な存在であることを意味します。

本講座では新潟市の２大湿地要素である「水田」と「潟」をラムサール条約都市と

して今後どのように位置づければよいのかを学び、考えたいと思います。

講座は、１～３回：「総論」、４～５回：「環境と共生する水田」、６～７回：「潟と

保全」、８～10回：「NPOと自治体の取組み」の４部構成とします。

ラムサール条約都市新潟の

＜新潟学コース＞

講師は来場せず、遠隔地からリアルタイムでオンライン講義を行います。
会場受講の方は、会場スクリーンに投影される講義をご覧いただきます。

遠隔講座

遠隔講座

遠隔講座

遠隔講座

遠隔講座

遠隔講座

～環境と共生する湿地のあり方～
（全10回）水田と潟



定 員

会場受講 １００人 / オンライン受講 100人
※会場受講・オンライン受講ともに、申込多数の場合は新潟市内に在住・在勤・在学の方を優先

のうえ、抽選になります。

会 場

受 講 料

10,000円（前期講座分）
※18歳以下（2007年4月2日以降生まれ）は無料、29歳以下（1996年4月2日以降生まれ）の

学生は半額（5,000円）で受講できます。

※５月下旬頃に受講決定のお知らせとともに発送する納付書により、お近くの金融機関窓口また

は郵便局ＡＴＭ、区役所等でお支払いください。コンビニエンスストアでの納入はできません。

※納入いただいた受講料は、原則としてお返しいたしませんのでご了承ください。

申 込 方 法

●WEB

ホームページ ： にいがた市民大学 と検索

スマートフォン： 右の二次元コードを読み込み、新潟市オンライン申請

システム「e-NIIGATA」からお申込みください。
※初めて「e－NIIGATA」を利用される方は、新規オンライン登録が
必要です。

●電話・FAX（にいがた市民大学事務局へ）

電話：０２５‐２２４‐２０８８ / FAX:025‐２２３‐４５７２

下記を添えてお申込みください。

①講座名、 ②受講方法（会場または オンライン）、 ③受講者名（フリガナ）、

④年代、 ⑤郵便番号、 ⑥住所、 ⑦電話番号、 ⑧Ｅメールアドレス

※電話でのお申込みは、第４月曜日を除く平日の午前９時から午後５時までにお願いします。

申 込 締 切
令和７年５月９日（金）必着
※申込締切時点で申込みが定員に達していない場合は、定員に達するまで先着順で受付けます。

オンライン受講
について

・オンライン会議ツール「Zoom」を使用し、当日実施する講義の同時配信（リアルタイム配信）を

視聴していただきます。

・受講の際に必要となる機材の用意やアプリケーションのダウンロードは、ご自身で行っていた

だきます。

・「Zoom」の利用料は無料ですが、利用時にかかる通信料は受講者のご負担となります。Wi-Fi

環境での操作を推奨します。

・配付資料は、講義の前日までにメール等を通じてお送りします。にいがた市民大学事務局から

のメールが受信できるよう、下記ドメインのメール受信設定をお願いします。

「city.niigata.lg.jp」、「mugaika2.mugaika.jp」

見逃し配信について ・講義終了後、受講者のみを対象とした「見逃し配信」を予定しています。

そ の 他
・諸事情により、講座を中止または延期、内容及び実施方法を変更する場合があります。

・お申し込みの際に提供いただいた個人情報は、にいがた市民大学のご連絡のみに使用いたします。

問 合 せ ・
申 込 み 先

にいがた市民大学事務局（新潟市生涯学習センター）
〒951-8055 新潟市中央区礎町通３ノ町２０８６番地 クロスパルにいがた

ＴＥＬ：０２５‐２２４‐２０８８ ／ ＦＡＸ：０２５‐２２３‐４５７２ （第４月曜休館）

Eメール：crosspal@city.niigata.lg.jp
※電話でのお問合せは、第４月曜日を除く平日の午前９時から午後５時までにお願いします。

交通アクセス
■JRをご利用の場合

JR新潟駅万代広場より徒歩20分程度

■バスをご利用の場合

JR新潟駅バスターミナルより、

古町方面行き、「礎町」または「本町」下車、

徒歩３～５分

クロスパルにいがた駐車場について
■駐車台数

29台（うち、障がい者用1台）

■利用料金：30分ごとに150円

（30分に満たない場合でも30分として計算）

※クロスパルにいがた内で機械処理すると、

30分無料となります。

新潟市生涯学習センタ－（クロスパルにいがた）

第31期（令和7年度）にいがた市民大学 ラムサール条約都市新潟の水田と潟～環境と共生する湿地のあり方～


